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1. はじめに 
展覧会・講演会・祭り等の様々なイベント情報が，新聞

社・放送局・行政などの Web ページや紙媒体を通じて公
開されている．しかし，そのデータフォーマットは統一化

されておらず，同一のイベント情報が様々な形式で配信・

管理されている．また，これらの情報の流通過程はほとん

ど電子化されていない．本来，イベント情報に限らず，情

報は容易に再利用可能な形で提供されるべきである． 
ある地方自治体でのイベント情報の入手から新聞社へ

の情報提供に到るまでの作業を調査した．自治体内部では，

同一のイベント情報にも関わらず，広報誌やホームページ

など出力媒体が違えば，別々のルートでそれぞれに作業を

進めていた．新聞社では，自治体から配布される紙媒体の

プレスリリースを見ながら，そのデータを再度入力し直し

新聞紙用データや Web 公開用データ作成を行っている．
このように，同一情報の再入力や複数の作業プロセスの存

在は，時間的・労力的に大きな社会的損失と言える． 
本研究では，情報の入手から配信までを一元的に管理す

る「イベント情報のワンストップ化」を提案する．具体的

試みとして，1）イベント情報のデータ形式の標準化，2）
イベント情報の入出力・蓄積・修正が一括に管理できるツ

ールの開発，3）蓄積されたデータを使って，Webページ
などの自動配信が可能となるシステムを構築した．また，

実際に自治体の実データによりワンストップ化の検証を

行った．それによって，試作したシステムの有効性が証明

された． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１：ワンストップサービスシステムのイメージ図 

 
 

 
 
 

2. NewsMLを用いたイベント・データの標準化 
 ワンストップ化を実現する手順として，イベント情報の

標準化を検討した．標準化フォーマットとしては，ニュー

スの管理・配信の国際標準フォーマットである「NewsML」
を採用した[2]．NewsMLは，XML をベースにしたニュー

ス管理標準フォーマットである．テキスト，画像，動

画，音声といったさまざまなニュース素材を管理し，

新聞紙面はもちろん，携帯端末，テレビ，データ放送

などの各メディアへ配信する機能を有する． 
 例えば, NewsMLでは，記事の「予告」，「修正」，「取消
し」，「著作権管理」など，情報の流通を考えた場合の標準

で用意されているため，そのタグを用いれば，公開時期の

制御や作業の履歴管理が可能になる．このような特徴を有

するNewsMLをイベント情報の管理配信フォーマットと
して採用することにより，イベントデータの入力から新聞

社などへの情報配信の効率化・共通化が実現できる． 
ただ，NewsML独自では, イベント情報が十分に表現不
可能であった．そのため，表現可能となるようにタグを新

たに追加する必要があった．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2：XML，NewsML，「イベント XML」との関係 
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【「イベント XML」の提案】 
そこで，NewsMLをイベント情報の管理に最適な形に拡
張した「イベント XML」を規定した． NewsMLは，内部
データ構造の拡張を認めており，独自タグの追加やスキー

マ構造の拡張が可能となっている． 
一般に公開されているイベント情報は，「タイトル」，

「日付」，「種別」，「内容」など，汎用性のあるほぼ決

まった項目が並んでいる．「イベント XML」とは，この
汎用性がある項目を整理し，NewsMLのタグが使用可能な
箇所にはイベント情報の項目をそのまま格納し，また

NewsML には無いデータ項目については独自に拡張した
XMLのデータフォーマットである（図 2，3）．  
階層化したタグ表現であるため，必要なデータだけが取

り出し可能で，かつ，「種別」タグを用いれば，イベント

の種別を自動的に分別し，ホームページ公開できる． 
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図 3：「イベント XML」を加えた NewsMLのツリー構造 
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図 5：自動生成されたホームページ（Top画面） 

 
そして，それが，NewsMLのデータファイルとなる場合は，
年，月，日のタグで区別して，データを格納する作り込み

を行った． 

4. ワンストップサービスシステムの評価 
構築した入力エディタから蓄積された NewsML データ
を用いて，HTMLファイルを自動生成するプロトタイプシ
ステムを同時に構築した．そして，実際に地方自治体で用

いられているデータ項目を入力し，HTMLファイルを自動
生成し評価を行った（図 5）． 
実運用はこれからであるが，データを電子化したため，

このシステムを用いれば，以前は紙ベースで行っていたイ

ベント情報が配信元内部で情報を共有できるようになり，

かつ，容易にWeb出力が可能となる． 
1：ファイル
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図 4：入力エディタ（一部） 
表示部分，2：切り替えボタン，3：入力欄 
・エディタの構築 
ト情報を入出力するエディタの開発を行っ

ベント・エディタとは，ブラウザ上で必要

き，容易に修正可能な入力側と入力したファ

L データとなってサーバ側に蓄積される出
る．システムの実装環境は，横浜ベイキット

ているオープンソフトウェアである Xi と
いた[1]．ブラウザ上で表示する箇所は

ースで構築し，サーバ側で貯められる

タの出力やファイル表示部分に Xi と呼ばれ
た．Xiを用いた利点は XML文書を扱うため
が容易であった点が挙げられる． 
入力項目は主に 2種類あり，1つは，イベン
ーや公開可能か否かを入力する管理情報，も

ベント本体情報である． 
で最も検討を行ったのが，月日欄のインタフ

．実データを調べた結果，1日限りの開催日
○日と表現できる「連続開催」や，「毎週○

日指定となっている表現など多種の形式を

で，今回は，カレンダー形式となったチェ

欄を設けて，月日の入力を少しでも減らす工

チェックを入れると，2004/07/01/のように 1
システム側で解釈し，ドラッグすると，指定

け連続にチェックが入り，2004/07/01～
示する設計を行った． 

また，1ヶ月分の実データの試作を行った結果，検討し
た「イベント XML」を用いれば，そのデータ形式で十分
表現可能であることがほぼ確認できた．加えてデータ形式

が NewsML であるため，将来的には，保存されたデータ
がそのまま，新聞社へシームレスに流通するワンストップ

サービスが実現できる（図 1）．  

5. まとめ 
 本研究では，ニュース情報の配信管理フォーマットであ
る NewsML を利用し，イベント情報の受配信・管理共通
フォーマットを規定した．さらに NewsML 化したイベン
ト情報を入出力するエディタを構築した．また活用事例と

してホームページ配信システムを試作した．今後，実際に

自治体内部と新聞社での実証実験を予定している．そこで

の実証実験を通して，システム導入の効果を検討したい．

そして，将来的には，市町村との連携を視野に入れた社会

全体でのイベント情報のワンストップサービスの実現を

可能にしたいと考えている． 
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